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１．はじめに 

 

  農業水利施設を始めとする土地改良施設等は，奄美市の食料生産に不可欠な基本インフラ

であるが，老朽化が進行している施設もあり，今後突発事故の増加や施設機能の低下が懸念

される。 

  土地改良施設等は，食糧生産を支える重要なインフラであるのみならず，農村地域の防災・

減災といった公益的な役割も果たしていることから，財政的な制約も考慮しつつ，これまで

以上に効率的な補修・更新に取り組み，これらの機能の将来にわたる安定的な発揮を図る必

要がある。 

  こうした背景を踏まえて，政府全体の取組として平成25年10月に「インフラ老朽化対策

の推進に関する関係省庁連絡会議」が設置され，同年 11 月には，同会議においてインフラ

の戦略的な維持管理・更新等の方向性を示す基本的な計画として「インフラ長寿命化基本計

画」（以下「基本計画」という。）が策定された。 

  さらに，「国土強靭化基本計画」（平成26年 6月 3日閣議決定）においては，政府横断的

な分野の一つとして「老朽化対策」が設定され，インフラの維持管理・更新に係る推進方針

が明記された。 

  こうして，農林水産省農村振興局においては，平成 26 年 8 月には「インフラ長寿命化計

画（略称：行動計画）」が策定された。これらを踏まえて，奄美市の土地改良施設の維持管理，

更新等を着実に計画的に推進する中期的な取組の方向性を明らかにするため，「インフラ長

寿命化計画」を策定し，これによってインフラの長寿命化に向けた取組をさらに強力に推進

するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 計画の範囲 

 

 （１）対象施設 

    本計画は，奄美市に所在する，農業水利施設，農道，農業集落排水施設及び海岸保全

施設を対象とする。 

    

 （２）計画期間 

    令和８年度（2026年度）から令和12年度（2031年度）までを計画期間とする。 

 

 

３．目指すべき姿（ストックマネジメントサイクルの確立） 

 

   農業水利施設，農道等の農業の生産性と農村の生活環境の向上を図るために整備された

施設を戦略的に保全管理するためには，以下のストックマネジメントサイクルを確立する

ことが重要である。 

 

 ① 日常管理による点検 

 ② 定期的な機能診断 

 ③ 診断結果に基づく劣化予測、効率的な対策工法の検討及び機能保全計画の作成 

 ④ 関係機関等との情報共有と適切な役割分担に基づく対策工事の実施 

 ⑤ 調査・検討の結果，対策工事に係る情報の段階的・継続的な蓄積等に基づく対策手法の

改善 

 

  この際，機能診断結果に基づき作成した機能保全計画をベースとしつつ，施設の機能を継

続的に監視し，その監視結果も踏まえた弾力的な対策工事を適時適切に実施するとともに，

点検，診断，監視及び対策の各段階における情報の蓄積を図り，その結果を点検や機能診断

等に反映させていくことが重要であり，これらの情報の継続的な更新を図っていく。 

 

 

４．必要施策に係る取組の方向性 

 

 （１）現状と課題 

   奄美市の土地改良施設等は，奄美市，農地施設維持管理組合等の多様な主体により管理

されているが，施設の所有者，管理者並びに機能診断，補修及び更新を行う対策実施者（以

下「対策実施者」という。）が異なる場合が多いため，これらの関係者が一丸となったLCC

低減に向けた取組や保全管理体制の構築が課題となっている。 

 



 ア 点検，診断，補修及び更新 

   県営造成施設や団体営造成施設については，機能診断並びに機能保全計画等の策定及び

対策の実施について，補助事業等により進めているところであるが，財政的な制約等によ

りこれらの取組が不十分な例もあり，取組の一層の拡大が課題となっている。 

   また，今後は，機能診断の実施率や機能保全計画の策定率を着実に向上させていくこと

を目標としている。 

   そのためには，こうした取組により，ストックマネジメントサイクルを確立していくこ

とが重要である。 

 

 イ 個別施設計画の策定 

   今後，本行動計画に基づき，対象とする全ての施設について個別施設計画を策定するこ

ととなるため，その策定に当たっては，施設ごとにその特性を踏まえた基本的な考え方を

示す必要がある。 

 

 ウ 予算管理 

   現在の厳しい財政状況下においては，限られた財源の効率的かつ効果的な活用等の観点

から，維持管理・更新等に係る計画的な投資を行うためには，LCC の概念を基本に，将来

必要な費用の全体を見通しつつ，適時適切に補修・更新を行い，維持管理コストを含むト

ータルコストの縮減を図る必要がある。 

 

 エ 体制の構築 

   土地改良施設等については，所有者，管理者及び対策実施者が異なることが多い上，対

策を実施するためには，地元の合意形成や費用負担が必要となることなどを踏まえ，所有

者，対策実施者，管理者等の関係者間で，施設の劣化状況等の情報を共有し，施設の長寿

命化に向けた取組に係る共通の認識を醸成することや，これらの関係者間での突発事故発

生時の対応計画及び連絡体制が課題となっている。 

 

 （２）必要施策に係る取組の方向性 

   農業水利施設等の戦略的保全・管理に向けて，点検，診断結果等のデータの蓄積・可視

化・共有を進めつつ，個別施設計画に基づき，基幹施設から末端施設に至る施設の所有者，

対策実施者，管理者等が一体となって長寿命化に取り組む。この際，これらの関係者間の

情報共有を十分に図りつつ実施する。 

   また，今後の高齢化・人口減少を見据え，農村の生産基盤や生活環境施設の総合的な集

約・再編等を通じた利便性・効率性の向上等により，農業の産業としての競争力強化と地

域活性化の両立を図っていく。 

 

 



 ア 点検，診断，補修及び更新 

   施設関係者が行う日常管理による点検結果を踏まえ，対策実施者等が定期的な機能診断

の結果とそれに基づく劣化予測を反映させた機能保全計画の作成を行う。日常管理におい

ては，通常時の状態と異なる現象が生じていないか常に留意しつつ運転操作や点検に臨む

必要があり，施設管理者と対策実施者が情報を共有し，連携して取り組む。また機能診断

及び機能保全計画の策定を着実に進めていく。 

   さらに，機能保全対策の実施に当たっては，機能保全計画を踏まえつつ，適時適切な補

修・更新等を行っていくことを基本とするが，計画どおりに実施することのみを優先する

のではなく，施設の機能を継続的に監視しつつ，その監視結果も踏まえた対策工事を適時

適切に実施することで，徹底的な長寿命化を図る。 

 

 イ 情報基盤の整備と活用 

   ストックマネジメントサイクルの各段階での情報を蓄積するため，県が構築する施設デ

ータベースに建設時の情報や施設の機能診断結果，補修履歴等の情報を整備していく。 

   また，これらの情報の効率的な活用を図るべく，対象施設に係る情報の蓄積・可視化・

共有を目指す。 

 

ウ 個別施設計画の策定 

① 対象施設 

   個別施設計画の策定対象は，安全性，経済性及び重要性等の観点から表－１とする。 

表－１ 個別施設計画の策定対象 

分  野 
対  象  施  設 

備考 
施設名 箇所数等 

農業水利施設 ダム 

ため池 

頭首工 

揚水・加圧機場 

排水機場 

水門 

ファームポンド 

水路 

パイプライン 

２箇所 

１箇所 

    

３箇所 

    

    

３箇所 

    

３箇所（26,373ｍ） 

 

農道 橋梁   8橋 

     

 

トンネル 

農業集落排水施設 農業集落排水施設   6地区  

海岸保全施設 堤防・護岸  5箇所（2,703ｍ）  



 ② 策定方針 

    施設ごとの個別施設計画の策定方針については，農林水産省農村振興局「インフラ長

寿命化（行動計画）」とする。 

 

エ 予算管理 

  厳しい財政状況の下，必要な予算の安定的な確保に努力しつつ，個別施設計画や施設の

継続的な監視結果等に基づき，適時適切に施設の補修，更新等を行うことで，LCCの縮減

を図る。 

 

オ 体制の構築 

  ストックマネジメントサイクルの取組を円滑に推進するため，農地施設維持管理組合等

の施設管理者及び機能診断や機能保全対策を担う対策実施者のほか，対策事業の費用を分

担する関係者等が施設の劣化情報を共有し，対策事業の適時適切な実施に向けた意思決定

を円滑に行うための体制を構築する。その際，突発事故発生時の対応計画や連絡体制の整

備を含め，土地改良施設等の維持管理・更新等に係るリスク管理を念頭に置いて関係機関

でリスクに関する情報の共有を行うリスクコミュニケーションを強化する取組を推進し

ていく。 

 

５．中長期的なコストの見通し 

 

  インフラの維持管理・更新等に係る費用の縮減を図り，必要な予算の確保を進めていく

ためには，中長期的な将来の見通しを把握し，これを一つの目安として戦略を立案し，必

要な取組を進めていくことが重要である。 

  しかし，実態が十分に把握されていない施設もあり，予防保全対策等による維持管理・

更新等に係る費用等低減の可能性，長寿命化効果等については，不確定な要素が多い。 

  このため，今後，策定される個別施設計画に記載される対策費用等の必要な情報を把握

して，中長期的な維持管理・更新等に係るコストの見通しを推定する必要がある。 

 

６．フォローアップ計画 

 

  個別施設計画の策定年度が2031年度（令和12年度）とされていることから，個別施設

計画の策定状況を把握し，策定が遅れているものについては，その課題を明らかにすると

ともに，その解決を図る。 

 



　　奄美市　インフラ長寿命化計画（行動計画）　対象土地改良施設（農業水利施設）　一覧表

状況 実績・予定 状況 実績・予定

ダム 大川ダム 傾斜式コア型ロックフィルダム
V=2,180,000㎥、B=161.4ｍ
H=4.0ｍ １箇所 Ｓ63 ○ R5 × R8以降 奄美市（名瀬）

ダム 須野ダム 傾斜遮水ゾーン型
V=990,000㎥、B=142.0ｍ
H=27.5ｍ １箇所 H9 ○ R4 × R8以降奄美市土地改良区

機場 笠利東部１号揚水機場 横軸渦巻ポンプ
φ=200㎜、2台
Q=0.084㎥/S

１箇所 H9 ○ R4 △ R7 奄美市土地改良区

機場 笠利東部２号揚水機場 横軸渦巻ポンプ φ=125㎜、2台 １箇所 H9 ○ R4 △ R7 奄美市土地改良区

FP 笠利東部１号ファームポンド ＰＣタンク V＝4,100㎥ １箇所 H9 ○ R4 △ R6 奄美市土地改良区

FP 笠利東部２号ファームポンド ＰＣタンク V＝2,100㎥ １箇所 H9 ○ R4 △ R6 奄美市土地改良区

 パイプライン大川幹線パイプライン ダクタイル管・石綿管・塩ビ管 φ600-φ200㎜ 8,950m Ｓ55 ○ R7 × R8以降 奄美市（名瀬）

 パイプライン須野送水管 強プラ管、塩ビ管 φ600－150㎜ 12,823ｍ H18 ○ R4 × R8以降奄美市土地改良区

ため池 節田ため池 遮水シート構造
V=54,500㎥、H=6.5
ｍ

１箇所 H14 ○ R2 × R8以降 奄美市土地改良区

機場 節田電気設備等 圧力タンク、受変電設備 １式 H14 ○ R2 △ R5 奄美市土地改良区

FP 節田ファームポンド ＰＣ構造 V=300㎥ １箇所 H14 ○ R2 △ R3 奄美市土地改良区

 パイプライン節田パイプライン ＶＰ他 径75～150 4,600ｍ H14 ○ R2 × R8以降 奄美市土地改良区

1
2
3
4
5

令和8年4月　策定

工種

施　　設　　概　　要

管理主体 備　　考
施設名 構　　造 規　　　模 数　　量 竣工年

個別施設計画 保全対策工事

△，×については，個別施設計画策定予定年を記入する
個別施設計画欄には，既に計画が作成されている場合は○を，点検（近接目視等）のみ完了しているものを△，それ以外は×とする。

当該一覧表は，分類毎（農業水利施設，農道，農業集落排水，海岸保全施設）に作成する。
　※　記入上の注意事項

工種は，県が示した対象施設一覧表にある工種を記入すること。
施設概要欄には，現時点で把握している事項をできる限り詳細に記入すること。
管理主体は，現に管理をしている団体の名称を記載すること。



　　奄美市　インフラ長寿命化計画（行動計画）　対象土地改良施設（農道）　一覧表

状況 実績・予定 状況 実績・予定

橋梁 赤貝原橋 2径間PC単純T桁橋 B=8.0m 55.5m H6 ○ H30 × － 奄美市（名瀬）

橋梁 藤田橋 PC単純床版橋 B=4.5m 16.9m H5 ○ H30 × － 奄美市（名瀬）

橋梁 小湊山田橋 PC単純床版橋 B=3.5m 14.6m S51 ○ H30 × － 奄美市（名瀬）

橋梁 長畑橋 ポストテンション方式ＰＣ単純T桁橋 B=6.0m 37.2m H12 ○ R2 × R8以降 奄美市（住用）

橋梁 稲袋橋 ポストテンション方式ＰＣ単純T桁橋 B=6.0m 61.8m H8 ○ R2 △ R7 奄美市（住用）

橋梁 大河原橋 ポストテンション方式ＰＣ単純T桁橋 B=5.0m 36.6m H15 ○ R2 × R8以降 奄美市（住用）

橋梁 中田橋
プレテンション方式PC単純
T桁橋

Ｂ=6.0ｍ 18.7ｍ Ｓ59 ○ R2 × － 奄美市(笠利）

橋梁 配田橋
プレテンション方式PC単純
スラブ桁橋

Ｂ=4.0ｍ 17.0ｍ Ｈ9 ○ R2 × － 奄美市(笠利）

　※　記入上の注意事項
1 当該一覧表は，分類毎（農業水利施設，農道，農業集落排水，海岸保全施設）に作成する。
2 工種は，県が示した対象施設一覧表にある工種を記入すること。
3 施設概要欄には，現時点で把握している事項をできる限り詳細に記入すること。
4 管理主体は，現に管理をしている団体の名称を記載すること。
5 個別施設計画欄には，既に計画が作成されている場合は○を，点検（近接目視等）のみ完了しているものを△，それ以外は×とする。

△，×については，個別施設計画策定予定年を記入する

竣工年
個別施設計画 保全対策工事

令和8年4月　策定

工種

施　　設　　概　　要

管理主体 備　　考
施設名 構　　造 規　　　模 数　　量



　　奄美市　インフラ長寿命化計画（行動計画）　対象土地改良施設（農業集落排水施設）　一覧表

状況 実績・予定 状況 実績・予定

集排 名瀬勝地区 JARUS-S96　型
計画日平均汚水量
40.5 m3/日

1 Ｈ14 ○ H29 × R5 奄美市（名瀬）

集排 知名瀬地区 JARUS-Ⅰ96　型
計画日平均汚水量
119.0 m3/日

1 Ｈ15 ○ H29 × R3 奄美市（名瀬）

集排 山間地区 JARUS-Ⅰ96　型
計画日平均汚水量
105.6 m3/日

1 Ｈ16 ○ H29 × R5 奄美市（名瀬）

集排 大川地区 JARUS-ⅩⅣ96　型
計画日平均汚水量
195.0 m3/日

1 Ｈ19 ○ H29 × R5 奄美市（名瀬）

集排 用地区 JARUS-S　型
計画日平均汚水量
51.3 m3/日

1 Ｈ13 ○ H29 × - 奄美市（笠利）

集排 宇宿地区 土壌被覆型接触ばっ気方式
計画日平均汚水量
318.6 m3/日

1 Ｈ20 ○ H29 × - 奄美市（笠利）

　※　記入上の注意事項
1 当該一覧表は，分類毎（農業水利施設，農道，農業集落排水，海岸保全施設）に作成する。
2 工種は，県が示した対象施設一覧表にある工種を記入すること。
3 施設概要欄には，現時点で把握している事項をできる限り詳細に記入すること。
4 管理主体は，現に管理をしている団体の名称を記載すること。
5 個別施設計画欄には，既に計画が作成されている場合は○を，点検（近接目視等）のみ完了しているものを△，それ以外は×とする。

△，×については，個別施設計画策定予定年を記入する

竣工年
個別施設計画 保全対策工事

令和2年12月　策定

工種

施　　設　　概　　要

管理主体 備　　考
施設名 構　　造 規　　　模 数　　量



　　奄美市　インフラ長寿命化計画（行動計画）　対象土地改良施設（海岸保全施設）　一覧表

状況 実績・予定 状況 実績・予定

海岸 知名瀬海岸 堤防 482ｍ Ｓ52 ○ R2 × － 奄美市（名瀬）

海岸 芦花部海岸 堤防 438ｍ Ｓ41 ○ R2 × － 奄美市（名瀬）

海岸 用海岸 護岸 1,137ｍ H19 ○ H30 × － 鹿児島県

海岸 崎原海岸 堤防 390ｍ H15 ○ H30 × － 鹿児島県

海岸 小和瀬海岸 堤防 256ｍ H18 × 未定 × － 鹿児島県

　※　記入上の注意事項
1 当該一覧表は，分類毎（農業水利施設，農道，農業集落排水，海岸保全施設）に作成する。
2 工種は，県が示した対象施設一覧表にある工種を記入すること。
3 施設概要欄には，現時点で把握している事項をできる限り詳細に記入すること。
4 管理主体は，現に管理をしている団体の名称を記載すること。
5 個別施設計画欄には，既に計画が作成されている場合は○を，点検（近接目視等）のみ完了しているものを△，それ以外は×とする。

△，×については，個別施設計画策定予定年を記入する

竣工年
個別施設計画 保全対策工事

令和8年4月　策定

工種

施　　設　　概　　要

管理主体 備　　考
施設名 構　　造 規　　　模 数　　量


